
インフルエンザ防疫対策実施要領 新旧対照表 

（傍線の部分は改正部分） 

新 旧 

（目 的） 

 （略） 

 

（実施方法） 

１～２ （略） 

 

３ 通 報 

（１） （略） 

（２）情報の提供 

  ア 保健医療課は全市の発生状況を整理し、速やかに保健

所、名古屋市感染症情報センター、市医師会等関係機関あ

て通報する。 

  イ 保健医療課は全国の発生状況を把握するとともに、速や

かに関係機関あて通報する。 

  ウ 保健所はア、イにより通報された全市情報、全国情報と

区内の発生情報を整理し、区内の関係機関に対し速やかに

情報を提供する。 

  エ 名古屋市感染症情報センターは全市の発生状況を速や

かに市民へ提供する。 

 

４ ウイルス検査 

（目 的） 

 （略） 

 

（実施方法） 

１～２ （略） 

 

３ 通 報 

（１） （略） 

（２）情報の提供 

  ア 保健医療課は全市の発生状況を整理し、速やかに保健

所、市医師会等関係機関あて通報する。 

 

  イ 保健医療課は全国の発生状況を把握するとともに、速や

かに関係機関あて通報する。 

  ウ 保健所はア、イにより通報された全市情報、全国情報と

区内の発生情報を整理し、区内の関係機関に対し速やかに

情報を提供する。 

  （新設） 

 

 

４ ウイルス検査 

別添２ 



（１）ウイルス検査の対象 

保健医療課は、臨時休業の措置がとられた小学校等につい

て、原則としてその集団が１２月から３月の各月における初

発１事例に該当する場合は、当該保健所に検査を実施するよ

う連絡するとともに、衛生研究所へもその旨を連絡する。な

お、対象の選定にあたっては、一部地域に集中しないように

配慮する。 

  ただし、流行状況等により、必要に応じてその他の集団につ

いても実施することがある。 

（２）検体採取等 

   保健所はその集団の約１０名の患者に対して様式第３号

により調査を行うとともに、うがい液（または咽頭ぬぐい液）

を採取し、様式第３号（４部）及び４号（１部）を添付し、

衛生研究所に検査を依頼する。併せて、保健所は様式第３号

（写し）を保健医療課あて速やかに送付する。 

   ただし、流行状況等により、保健医療課が必要と認める場

合は、その他の検体の採取についても保健所へ依頼する。 

（削除） 

 

 

 

 

（３）検査器材の準備及び検体採取の指導 

   衛生研究所は、保健所が（２）に掲げる検体を採取するに

（１）ウイルス検査の対象 

保健医療課は、臨時休業の措置がとられた小学校等につい

て、原則としてその集団が全市で初期の３事例に該当する場

合は、当該保健所に検査を実施するよう連絡するとともに、

衛生研究所へもその旨を連絡する。なお、対象の選定にあた

っては、一部地域に集中しないように配慮する。 

  ただし、流行状況等により、必要に応じてその他の集団につ

いても実施することがある。 

 

（２）ウイルス分離 

   保健所はその集団の約１０名の患者に対して様式第３号

により調査を行うとともに、うがい液（または咽頭ぬぐい液）

を採取し、様式第３号（４部）及び４号（１部）を添付し、

衛生研究所に検査を依頼する。併せて、保健所は様式第３号

（写し）を保健医療課あて速やかに送付する。 

 

 

（３）血清学的検査 

   保健所は原則として（２）に掲げるウイルス分離に加え、

同一患者について急性期（発病後３日以内）及び回復期（発

病後１４日以降）の２回採血（各３～５ｍｌ）を行い、衛生

研究所へ検体を搬入する。 

（４）検査器材の準備及び検体採取の指導 

   衛生研究所は保健所が（２）、（３）に掲げる検体を採取す



当たって、検査器材の準備及び検体採取における留意事項を

指導する。 

（４）検査の実施 

   衛生研究所は、（２）に掲げる検体が搬入された場合、速

やかに以下の検査方法により検査を実施する。 

  ア PCR法によるインフルエンザウイルス遺伝子の検出 

  イ 培養細胞を用いたウイルス分離 

  ウ その他保健医療課が必要と認める検査 

（５）結果の報告 

  ア 衛生研究所は、（４）による検査結果を速やかに保健医

療課及び当該保健所へ通報する。 

  イ 保健医療課は、アによりインフルエンザウイルスを検出

または分離した旨の通報があった場合、他の保健所等へ連

絡する。 

  ウ 当該保健所は、検査結果を被検査者（保護者）及び施設

長等へ通知する。 

 

５～７ （略） 

 

８ 施行期日 

  本要領は平成１１年１１月８日から施行する。 

  本要領は平成１２年４月１日から施行する。 

  本要領は平成２３年４月１日から施行する。 

  本要領は平成２４年１０月１５日から施行する。 

るに当たって、検査器材の準備及び検体採取における留意事

項を指導する。 

（新設） 

 

 

 

 

 

（５）結果の報告 

  ア 衛生研究所はウイルス検査を実施するとともに、検査結

果を速やかに保健医療課及び当該保健所へ通報する。 

  イ 保健医療課は、アによりインフルエンザウイルスを分離

した旨の通報があった場合、他の保健所等へ連絡する。 

 

  ウ 当該保健所は、検査結果を被検査者（保護者）及び施設

長等へ通知する。 

 

５～７ （略） 

 

８ 施行期日 

  本要領は平成１１年１１月８日から施行する。 

  本要領は平成１２年４月１日から施行する。 

  本要領は平成２３年４月１日から施行する。 

 



様式第１～２号 （略） 

 

様式第３号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様式第１～２号 （略） 

 

様式第３号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



様式第４号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様式第４号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


